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                       平成 29年 11月 6日 

                           雇用経済部観光局観光政策課 

 

観光の現状と今後の取組について 
 

１ 現状 

  宿泊客は、日帰り客と比べて消費単価が高く、三重県観光振興基本計画の目標である観光

消費額の増加に大きく寄与するものです。平成 29 年１月～８月の観光庁宿泊旅行統計調査

（速報値）の延べ宿泊者数は、約 5,538 千人（対前年比 89.6％）、外国人延べ宿泊者数は

174,270人（対前年比 69.2％）といずれも減少しています。 
 

【平成 29年上半期（１～８月）の延べ宿泊者数】 

延べ宿泊者数 外国人延べ宿泊者数 

平成 29年 対 28年比 対 27年比 平成 29年 対 28年比 対 27年比 

5,538,880人 89.6% 91.1% 174,270人 69.2% 79.8% 

                              （出典：「観光庁宿泊旅行統計調査」） 
  

 要因については、宿泊割合が高い関西圏からの宿泊者の減少、都市部での宿泊施設の手配

が可能となり、都市部への回帰が生じた結果、三重県に宿泊する外国人宿泊者が減少したこ

となどが推測できます。 

 さらに、連泊者の割合が低いことやインバウンドの目的地として「三重が旅の目的地とし 

てまだまだ認識されていないこと」などが課題として考えられます。 
 

２ 取組状況 

観光局職員自らが、観光施設等への聞き取り調査や観光客の生の声の収集などを行い、 

実態把握と情報共有に努めるとともに、イベントやＳＡでのみえ食旅パスポートの臨時発 

給、インスタグラム「#visitmie」「#みえ食旅」への投稿など誘客促進を図っています。 

（１）国内誘客 

関西圏はもっとも宿泊比率が高く宿泊につながりやすいことから、伊勢志摩サミッ 

トで世界から高い評価を得た「食」の魅力を活用し、関西圏からの宿泊客誘致を図り 

ます。 

（ア）関西圏等大都市圏からの誘客促進 

・関西圏でエリアを絞り込んで、ウェブ系旅行会社、宿泊施設等と連携した関西キャ

ンペーンを年明けから実施予定です。 

・女性のためのクオリティライフ誌「＆プレミアム」に伊勢志摩特集記事を掲載し、 

書店と連携した（蔦屋書店（大阪梅田、東京代官山））ＰＲを展開しました。 

・観光事業者と大都市圏旅行会社・メディアとの「マッチング商談会」を 10月～11

月に開催します。 

・10月１日から１か月間、JＲグループと連携し、「もう知ってる、まだ知らない」を

キャッチコピーにした５連貼りポスターを全国主要駅に掲出するとともにテレビ

番組「遠くへいきたい」（10月８、22日放映）等で三重の魅力を発信しました。 
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（イ）みえ食旅パスポート利用促進 

みえ食旅パスポートを活用した宿泊促進キャンペーンや９月末まで実施し好評

であった「♯みえ食旅」SNS写真投稿キャンペーンを再度 11月から実施予定です。 

   （ウ）春の旅行商品造成に向けた働きかけ 

      春の旅行シーズンに向け、関西圏の旅行会社に営業活動を展開し、旅行商品化に 

つなげます。 
 

（２）海外誘客  

外国人旅行者の旅行状況等を把握するため、観光事業者と連携し、実態調査を行うと 

ともに、メディア・ＳＮＳを活用し「三重の季節・旬の魅力」を集中的に発信し、三重 

の認知度向上、急増する個人の外国人旅行者の誘客につなげます。 

（ア）「季節☓ＳＮＳ（インスタグラム）、メディア」による情報発信 

    東南アジアからの旅行シーズン（12月）に向け、イルミネーションや紅葉、雪な 

ど旬の魅力を集中的に発信しています。また、研修会での県内事業者の発信力強化 

に取り組んでいます。 

（イ）認知度向上に向けたＪＮＴＯとの連携強化 

     台湾、ベトナムでＪＮＴＯのＰＲ重点地域として三重がクローズアップされる機 

会を捉え、台湾ではブロガー記事など三重県特集による露出拡大を生かしたセール 

ス活動を展開、ベトナムでは 10月から現地有名タレントを起用した映像によるＰＲ 

を実施しています。 

（ウ）台湾からの誘客 

     ９月のファムトリップの成果として、三重交通と台湾の旅行会社が連携した体験 

型ツアーが、春節に向けて旅行商品化されます。 

      レップ活動を通じて、９月に約 500人規模のツアー催行が実現しました。引き続 

き、富裕層・企業インセンティブツアー誘致を進めます。 

（エ）外国人観光客対応人材育成 

      増加する個人の外国人旅行者の円滑な受入のため、10月から平成 30年２月にか 

けて、ワークショップも交えながら現場研修を含む語学・専門研修を 12回実施しま 

す。 
 

（３）クルーズ船誘致 

四日市港客船誘致協議会に参画し、官民が一体となってクルーズ船誘致、特に海外クル 

ーズ船誘致の取組をを強化しています。あわせて、寄港時のオプショナルツアーに県内観 

光地等が組み入れられるよう働きかけを行っています。 
 

（４）国際会議等ＭＩＣＥ誘致 

大学等への営業活動を行うとともに、一般社団法人中部経済連合会と連携し、経済界 

の会議やインセンティブツアー誘致を進めていきます。 
    

（５）体験メニューの充実 

 体験を通して、三重の魅力を深く知っていただけるよう、農林水産部が実施する体験 

を提供する事業者向けの勉強会に連携して取り組み、ニーズに応じて、遊び・体験コン 

テンツをアレンジするなど、地域とともにコンテンツを磨き上げ、連泊、リピーター増 

につなげていきます。 








